
１　日　　　　 時

２　場　　　　 所

３　出 席 委 員 委員長 山本　宏行 委員 千葉　通子

委員 松戸　敏雄 委員 大野　雄子

４　出 席 書 記 次　長 清水　公嘉 次長補佐 中野　廣正 主査 宮本　道夫

５　議　　　   題 議案第 １ 号

報告第３３号

報告第３４号

報告第３５号

報告第３６号

６　議事の概要

７　会 議 経 過

　　事務局　　　　 「ポスターについては、一般社団法人明るい選挙推進協会からの依頼による募集であり、

　　　　　　　　　　　　標語の募集については、千葉県選挙管理委員会が独自に行っているものである。

 　　　　　　　　　（報告第３６号について、報告があった。）

　　　　　　　　 一部を改正する条例について

（１）前回会議録の審査

平成３０年第９回　千葉市選挙管理委員会定例会会議録

　平成３０年９月２７日（木）　午前１０時００分～午前１０時５５分

　選挙管理委員会室

千葉市議会議員一般選挙に係る政治活動用ポスターの掲示の規制等について

千葉市議会議員及び千葉市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例について

地方自治法等の法令に基づく直接請求に必要な選挙人の数を告示したことについて

平成３０年度明るい選挙啓発ポスター・標語作品について

新潟市議会議員北区選挙区補欠選挙の執行について

　　 第８回定例会の会議録を案のとおり承認した。

（２）議題

　議案第 １ 号　千葉市議会議員一般選挙に係る政治活動用ポスターの掲示の規制等について

 　　　　　　　　　（議案第１号について、異議なく、原案のとおり決定された。）

　　　①選挙に関連する報道等について

　報告第３４号　地方自治法等の法令に基づく直接請求に必要な選挙人の数を告示したことについて

 　　　　　　　　　（報告第３４号について、報告があった。）

（３）その他

　報告第３５号　平成３０年度明るい選挙啓発ポスター・標語作品について

 　　　　　　　　　（報告第３５号について、報告があった。）

　報告第３３号　千葉市議会議員及び千葉市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の

 　　　　　　　　　（報告第３３号について、報告があった。）

　報告第３６号　新潟市議会議員北区選挙区補欠選挙の執行について

　　　　　第１２回定例会を、１２月２０日（木）午後４時３０分から開会することで決定した。

　　　　　なお、詳細については、次回第１０回定例会で報告することで決定した。

　　　　　（日時）１１月３日（祝）　午後１１時参集予定　　（場所）千葉ポートパーク

　　　　　・沖縄県知事選挙の記事

　　　③次回以降の委員会について

　　　　　次回、第１０回定例会は、１０月２５日（木）午前１０時から開会することで決定した。

　　　　　また、第１１回定例会を、１１月２０日（火）午前１０時から開会することで決定し、併せて

（要約）

　　　②「千葉湊大漁まつり～第42回千葉市民産業まつり～」における選挙啓発の実施日等を報告した。

　　山本委員長 　「明るい選挙啓発ポスターの募集は、明るい選挙推進協会からの依頼によるものか。」

　報告第３５号について
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　　事務局　　　　 「詳しく確認していないが、恐らく学校全体の取組みと思われる。」

　　大野委員　 　 「すばらしい取組み事例と思う。今後、市内の公立小・中学校においても、教育委員会

　　　　　　　　　　　　と連携した取組みができないか。１８歳に選挙権が引き下げられたことによって学校

　　事務局　　　　 「来年度に向けて、教育委員会と検討して参りたい。」

　　　　　　　　　　　　へ進達されている。」

　　大野委員　 　 「応募作品が増えることは、選挙啓発の効果につながると思われるがいかがか。」

　　　　　　　　　　　　での啓発は大切である。」

　　　　　　　　　　　　本市で一次審査を実施し、その後、千葉県の二次審査を経て、明るい選挙推進協会

　　事務局　　　　 「児童・生徒が応募されることは、その保護者への選挙啓発にもつながる。」

　　　　　　　　　　　　以外でも様々なポスターの募集があることも要因にあると思われる。」

　　大野委員　 　 「標語の部における応募のあった中学校は、学校全体として取組んでいるのか。」

　　　　　　　　　　　　その結果、入賞作品の中から一作品を千葉市の常時啓発に採用することも決定した。」

　　山本委員長　 「もう少し応募数が増えると良い思う。」

　　事務局　　　　 「近年、応募作品が減少傾向にある。夏休みにおけるポスターの募集については、選挙

　　山本委員長　 「審査の状況はどうだったのか。」

　　千葉委員　　　「審査員を務めたが、標語については５００点を超える応募があり、慎重に審査を行った。
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